
　令和５年７月２９日（土）第１７回江東区内都立高校紹介を�

開催しました。

　コロナ禍は江東ケーブルテレビでの放映とインターネット

を通じた動画配信での実施でしたが、今年度は１月から青

少年委員会が準備を開始し、各高校に協力をいただき、ティ�

アラこうとう大ホールで行うことができました。

　４年ぶりの会場開催ということもあり、当日は江東区内の

中学生・保護者を中心に８６９名の多くの来場者をお迎えし

ました。�

　オープニングでは、墨田工科高等学校の応援団の迫力ある�

パフォーマンスや城東高等学校の音楽にのったなぎなた部�

のパフォーマンスが披露されました。

　江東区内都立高校８校の紹介・発表では、動画や画像を大型スク�

リーンに投影し、各校の生徒たちが、授業や部活動などの普段の学校

生活、文化祭や修学旅行などのイベント、進路実績などを説明しま

した。各高校の特徴・魅力がよく伝わり、来場者は見入っていました。

どの学校も高校生が充実した学校生活を送っている様子がひしひし�

と伝わってきたのが印象的でした。

　来場者アンケートでは、「現役高校生の皆さんが自分達の通う高

校を、楽しそうに一生懸命アピールしてくれて、とても感動しまし

た。我が子も真剣に話を聞いていて、受験に対するモチベーション

が上がったようで、本当に良かったです」「先生方ではなく、生徒�

さんが話してくれることで、学校の空気感のようなものを感じられ

ました」「あまり興味のなかった高校について今日参加して興味を�

持ちました」などの声が寄せられました。�

　来年度も「行ける高校ではなく行きたい高校に!」を目標に開催�

したいと考えております。



　今年度になり、いろいろな行事などが再開されつつあります。一方�

で、コロナの影響からか心が不安定になったこどもたちもいます。先

日参加した砂町地区のキャンプでも、そういったこどもがいました�

が、大人と会話をすることで気持ちが落ち着いたようでした。こう�

したこどもたちに寄り添うことも大切なことだと思います。

　砂町地区の青少年委員は、さまざまな行事に当たり前のように集�

まり活動する、地区長を中心とした仲のいいチームです。このチーム�

で「清く正しく元気よく」、そして何よりこどもたちの笑顔のために�

活動していきたいと思います。

　４年ぶりに会場で開催した江東区内都立高校紹介は、多く�

の皆様に来場いただきました。しかしながら、たくさんの�

事前予約をいただいたので、一部の方には、当日来場をいた�

だけませんでした。そのため、８校の発表の様子を写真と�

動画で紹介します。動画は、ＱＲコードを読み取り、ご覧く�

ださい。



　令和５年７月１日（土）～２日（日）に、�

ジュニアリーダー上級研修会宿泊キャ

ンプが、翌週の７月８日（土）～９日（日）

には、中級講習会宿泊キャンプが、と�

もに千葉県船橋市の大神保キャンプ場

で行われました。

　コロナ禍のため４年振りの宿泊キャ

ンプは、上級は１８名、中級は３４名の

参加となりました。

　上級研修会は、キャンプ場に到着し�

た時には雨が降り出し、開村式からテ�

ント設営は雨の中での作業となりまし�

た。しかし、キャンプファイヤーが始

まる頃には雨も止み、みんなで一つの�

輪になり、火を囲むことができました。�

その後また雨が降り出し、雨の音が響�

くテントでの一夜となりました。

　翌週の中級講習会は、うってかわっ�

て快晴となり、暑さ対策が大変なキャ�

ンプとなりました。参加した委員や看

護師の方が講習生の体調を気づかい、�

無事にキャンプを終えることができま

した。

　どちらも天候との戦いとなった宿泊�

キャンプでしたが、それも貴重な体験�

の一つになったと思います。今回の経験を今後のジュニアリーダーの活動に生かして、�

ひとまわりもふたまわりも、大きくたくましく成長していって欲しいと思います。



　平素より福山会長をはじめ青少年委員の皆様には、青少�

年の健全育成にご尽力をいただきまして深謝申し上げま�

す。この４月より青少年課長に着任をいたしました篠碕で

す。今後ともよろしくお願いいたします。

　新型コロナウイルスも今年の５月より２類から５類へと�

移行となり、約３年ぶりにコロナ禍前の日常生活の様式が�

戻ってまいりました。しかしながら一言で３年といってし�

まえばそれまでですが、中学や高校に入学したこどもたち�

は、修学旅行を始めとする学校行事はもとより、学習も満�

足に受けられないまま卒業というこどもたちもおりました。�

その様な中で家庭で過ごす時間の長期化や外へ出かけら�

れない時間など今までとは全く違った生活様式で３年間を�

過ごしてまいりました。

　昨今、スマホやＳＮＳ等の影響により違法薬物の購入や�

闇バイトなど、若者が簡単に犯罪に加担してしまうニュー�

スを毎日のように見聞きするようになりました。若者が持�

つ素晴らしいエネルギーを私たち大人が先導していくこと�

が大変重要であると認識しております。

　そのため、青少年委員の方々は地域のコーディネーター�

役であり、重要な役割を担っており、今後とも、皆様のご活�

躍を心からお願い申し上げます。

　猛暑の夏、４年ぶりにティア

ラこうとうで都立高校紹介を

開催しました。告知後３日で

満席に達し申し込みを締め切�

るほどの大盛況でした。外で�

の駐輪整備をしながら、押し寄せる人の波をみて、こんな�

にも人に関心を持ってもらえる事業を、皆さんで作り上げ�

実施していることに、改めて地域のパワーを感じました。�

このパワーをさらに続けていけるよう係一丸スクラム組�

んで、サポートしていきたいと思います。（野潟・写真中央）

　青少年委員の皆様は、さまざまな分野に長けたドリー�

ムチームでいらっしゃると感じています。さらに個々の能

力だけでなく、持ち前の明るさとチームワークも発揮さ�

れ、皆様のご活躍には圧倒されるばかりです。本年度は１０�

年に１度の周年行事もあり、一緒に活動できることを心か�

ら楽しみにしています。                 （蛭川・写真左）

　４月の人事異動により、地域連携係に配属になりました。�

右も左もわからない中、日々奮闘しております。青少年委�

員の皆様と接する中で、こどもたちを常に考えた発想・お�

言葉に触れるたびに、勉強させていただいております。青�

少年委員活動の一助になるよう、精一杯努めてまいります�

ので、今後ともよろしくお願いいたします。（上田・写真右）

　令和５年５月１８日(木)　江東区役所にお�

いて、研修部主催の委員研修会を行いまし�

た。ＮＰＯ法人「ＬＧＢＴの家族と友人をつ�

なぐ会」の中島潤さんを講師にお迎えして�

「ＬＧＢＴＱについて」講演していただきま�

した。

　人は多様な生き物で、性にも男女だけではなく、人によって�

さまざまな形があって違いがあること、ＬＧＢＴＱを含むすべ�

ての人の性に人権があると話してくださいました。

　今回の委員研修会は、理解することが難しくても、まずは�

知ることが大切であり、どんな人も安心して生きられる社会�

になるように、伝えていくことが第一歩になると知った良い�

機会となりました。


